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の10年間に一定の成果が出た(宮城､ 1993: 1998: 2001)｡酵素の粗抽出画分
を用いた4種のシアリダーゼの酵素化学的性状と分類(宮城､ 1990)の後､そ




種の細胞に発現している可能性が示された(Dairakuet a1.､ 1986:Akitaet a1.､
1997)｡また､そのcDNAをトランスフェクションした培養細胞で､細胞のトラ
ンスフォーメーションが阻止されることから､発ガン制御との関連が注目され
ている(Tokuyama et a1.､ 1997)｡認知度の低かった本酵素も､ヒトのホモロ
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Fig.4
保離栓を外した後に､コネクターのメステーパー辞
に注射器等を接続して薬液を授与する｡
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